
農林水産省の渡邊事務次官が４月１５日に福岡県内の生産者を訪問し、代表者から事業説

明を受けた後、現場の視察を行いましたので、その時の様子をご紹介します！

当日は生産者の方々から「農業に対する真剣な思い」や「農政に対する様々な意見」を伺

うことができました。視察の受入れ、ありがとうございました！

農林水産省 渡邊事務次官が福岡県内の生産者を視察しました！

 農林水産省 渡邊事務次官が福岡県内の生産者を視察しました！

 第３回みどり戦略学生チャレンジ募集のお知らせ

 新任福岡県拠点地方参事官のご紹介
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MAFFとは農林水産省の英語表記「Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries」の略称です。
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2017年、夫婦ともども異

業種からの農業参入です。

初めは体に優しい有機野

菜を目指しましたが、上

手くいかず、試行錯誤の

末、2018年から現在の観

光農園に繋がるいちご栽

培を始めました。お客さまに安心していた

だけるよう化学農薬・肥料を極力使わない

生産を展開しています。厳しい栽培管理の

もと品質を改良し作付面積を広げ、2021年

にはあまおう作付日本一になりました。現

在は通販・輸出事業も展開しています。

栽培品目：いちご（あまおう）

北嶋氏による事業説明の様子

代表取締役
北嶋 將治氏

いちご農園での視察の様子
（左端が渡邊事務次官）

取締役
古賀 百伽氏

1996年に農事組合法人を

設立し、2008年に株式会

社化しました。地域に根

ざした企業として、誠実

なものづくりと丁寧なサ

ービスを大切にしていま

す。特に米作りにはこだ

わりがあり、様々な工夫を凝らして生産し

ています。お客さま一人ひとりのニーズに

向き合い、品質・安全・信頼を重視した事

業を展開。社員の成長と働きやすい職場づ

くりにも力を入れ、地域社会の発展に貢献

することを目指しています。

視察先：うるうガーデンズ佐賀

株式会社うるう農園（久留米市）株式会社ウイング甘木（朝倉市）
栽培品目：米、麦、大豆、にんじんなど



【お問合せ先】 九州農政局福岡県拠点地方参事官室
〒812-0018 福岡県福岡市博多区住吉3-17-21 TEL 092-281-8261（代表）

https://www.maff.go.jp/kyusyu/seisan/gizyutu/midori/gakuchalle.html

▷ 第３回（令和８年度）みどり戦略学生チャレンジ（九州農政局サイト）

４月から九州農政局福岡県拠点に着任いたしました地
方参事官の中西 靖裕（なかにし やすひろ）と申しま
す。九州は２度目、福岡県では初めての勤務になります。

九州といえば、甘い醤油で刺身を食すことが知られて
いますが、私は北海道出身ということもあり、前回初め
て九州で勤務するまでは甘い醤油は邪道と考えていまし
た。ところが、いざ試してみるとこれが意外と合う！と
いうか、もはや甘い方がいい！こうした私の知らない福
岡の農・食のいいところ・困りごとを見つけて、農政に
繋げることを第一に取り組んでまいります！

新任福岡県拠点地方参事官のご紹介

将来を担う若い世代の環境に配慮した取組を促すため、大学生や高校生等の個人・グルー

プが「みどりの食料システム戦略」に基づいた活動を実践する機会として「みどり戦略学生

チャレンジ」を開催しています。

第３回みどり戦略学生チャレンジの参加登録は４月15日(水)から開始しています。今年も

たくさんの皆様の参加登録をお待ちしています！

第３回みどり戦略学生チャレンジ募集のお知らせ

https://www.maff.go.jp/kyusyu/fukuoka/index.html

参加登録期間  2026年４月15日～7月31日

ポスター提出期間 2026年８月１日～11月23日

（取組実施期間 2026年１月１日～11月23日）

募集期間

みどりの食料システム戦略に関する取組※をポスター１
枚にまとめて提出。
※有機農業、未利用資源の活用、食品ロス対策など

応募方法

みどりの食料システム戦略に基づいた取組を実践
〇具体例

 調達／食品残渣・廃棄物、下水汚泥の肥料化・飼料化
 生産／化学肥料の低減、化学農薬の低減、CO₂の削減
加工・流通／長期保存に対応した冷凍保存技術等の開

 発、環境負荷を低減した農産物の市場拡大、規格外農
 産物の加工利用等
 消費／食品ロスの削減、消費者に対する環境配慮型農
 産物の意識調査、地域の企業等と協働した環境負荷低
 減農産物の商品化等

内 容

１ 高校の部
２ 大学・専門学校の部
※学校の授業内の課題・研究、部活動、ゼミ・サークル
活動等の取組や、学校の垣根を超えたグループによる
取組についても応募可。

※農業高校、農業大学校等、農業に関係する教育機関に
属する学生に限らない。

対 象

農林水産省 大臣官房 みどりの食料システム戦略グループ
 経営局 就農・女性課

TEL:03-3502-8056
MAIL:midori-challenge@maff.go.jp

事務局

よろしく
おねがいしいます！

QRコードはこちら

みどり戦略の

詳細はこちら

前回の受賞

取組紹介

https://www.maff.go.jp/kyusyu/seisan/gizyutu/midori/gakuchalle.html
https://www.maff.go.jp/kyusyu/fukuoka/index.html
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